新年の抱負
　　　　　　　　　　　　福岡市手をつなぐ育成会理事長　花田敏秀
新年、明けましておめでとうございます。年の初めに当たり、一年の抱負を述べさせていただきます。
昨年は何といってもコロナに始まりコロナに終わりました。事業所の休止も覚悟いたしましたが何とかそうならずに済みました。しかしながら現在第三波が到来していまして、今後の推移は予断を許さない処です。明けない夜はないと申します。半年後、一年後、あるいはそれ以上になるのか分かりませんがアフターコロナの時代が必ず到来します。このアフターコロナがどういう時代になるのか今のところ明白ではありませんが、まず言われているのは働き方が変わるということです。仕事のために、地方から都会に移住していく。東京一極集中はその典型です。人を集めて止まない東京、それに対比して人口減少が続く地方という構図はコロナ禍の中、仕事の効率上も疑問が呈せられています。東京のような大都会は人が生活をしていくには決して良い環境ではありません。地方には農業や製造業等に適した有効活用されていない土地がたくさんあります。ここに新しい産業を興す目があります。また、柔軟な働き方が模索されていくでしょう。学生時代に決めた職業選択が一生を左右するというのは変化の激しい、しかも高齢期まで働くことが求められる現代社会にはやはりマッチしていません。こう考えるとコロナ禍も必ずしも悪いところばかりではなかったと後で、ポジティブに考えることもできるかも知れません。
私たち福祉事業はどうでしょうか、労働集約型でなかなかロボット等の機械に代替させることが難しい業種だと思われますが、人が必ずしなければならないことと、ロボット等の機械に代替させても良いものとの振り分けがすでに始まっています。人口減少社会が到来しますので否応なしのところもあります。
さて前置きが長くなりましたが、福岡市手をつなぐ育成会の本年度の取り組みは、まず中・長期の事業計画（５～１０年先の計画・育成会ビジョン2030）を作成したいと思っています。向井前理事長の時代に作られたものがありますが、少し時間が経っていますので、修正しながら現状に合わせた新しいものを作っていかなければなりません。その中身につきまして、頭の中にあることをいくつか述べますと、一つ目は、人事・給与規程の見直しそのための就業規則の改定。また、その中で定年延長も考えていきたいと思います。福祉サービスは人が担いますので人材の育成が肝要です。そのためにも二つ目は、研修体系の構築を挙げたいと思います。法人と各施設の役割分担。内部研修と外部研修との組み合わせ、階層別研修の構築等、現行制度をバージョンアップします。三つ目は育成会のアイデンティティーでもあります権利擁護活動です。まだまだ障がいが有るがゆえに一般市民と同等の基本的人権を行使できない知的障がい者の権利擁護と、知的障がいの理解を求める啓発活動は今後も続けていきます。四つ目は、法人理念を実現するため、障がいがある人のすべてのライフステージを支援する施設機能の構築です。居住支援（入所、ＧＨ、短期入所）、就労支援（就労移行、就労継続支援Ａ・Ｂ型、雇用に基づく事業部の活動）、相談支援（基幹・特定相談）、日中活動（生活介護）、居宅介護支援、等の既存の事業の更なる充実を図るとともに、児童の分野にまで支援機能を広げる取り組みを行います。またＧＨは現在30名弱のひとが利用していますが、これを入所支援と同程度、50名に増やしていきます。五つ目はこれらの育成会の事業と社会資源を組み合わせた地域生活支援拠点の一翼を担うことです。入所施設に拠点となる機能を持たせるため移転を考えています。この他にも重点項目がいくつか思い浮かぶのですが紙幅の関係でここまでといたします。障がい者権利条約の理念「障がいのある人が、一般市民と同等の基本的人権を享受できるように」このことに寄与するための事業活動を一歩一歩、確実に前に前に進めていきたいと思います。本年も変わらずご支援ご協力いただきますようお願い申し上げます。
